
 

  

 

                                                       校長 平國 弘明     

成功裏に終わった第１６回体育大会。多くの方からみなさんの頑張りに感動したというお話を頂

いた。特に生徒が主体的に動く姿のすばらしさを口にされる方が多く，誇らしく感じることだった。 

さて，話は変わるが，夏の大きなスポーツイベントである「全国高等学校野球選手権大会」。今年も

熱戦が繰り広げられた。鹿児島県代表神村学園も仙台育英には及ばなかったものの，同校初，県勢

としても鹿児島工業高以来，実に１７年ぶりのベスト４進出を果たした。決勝戦は，連覇を目指す仙台

育英と甲子園大会で最も優勝から遠ざかり実に 107 年ぶりの優勝を目指す慶應との対戦となった。

互いに好投手，強力打線を擁し，強豪校を撃破，決勝の舞台を迎えた。過去の練習試合での対戦も互

角。接戦が予想されたが…。結果は慶応に軍配が上がった。 

 その仙台育英の監督は，監督就任わずか４年で，昨年選手権大会東北勢初優勝を

果たした須江航（すえわたる）さん監督４０歳。閉会式で，優勝監督や主将のあいさつに拍手を

送くられる姿が実に印象的であった。また，昨夏の優勝監督インタビューの言葉は，

ニュースで度々取り上げられるほど注目を集めた。須江監督は，仙台育英の OB で

あるが，実は選手時代は高校では練習試合にすら出たことがなく，大学でもマネージ

ャー，学生コーチという立場での４年間を過ごされている。卒業後，２００６年から仙

台育英秀光中等学校情報科教員，軟式野球部監督。その野球部は初心者部員１２名

でスタートしている。監督デビュー戦は春の地区大会，０対３０で大敗だったそうであ

る。それでも「念ずれば花開く」をモットーに歩みを着実に進め，２０１０年全中初出

場。２０１４年全中初優勝。２０１８年１月からは，ご存じのとおり仙台育英野球部監督，

同校情報科教諭を勤められている。 

 須江監督の座右の銘は，「人生は敗者復活戦」「負けっぱなしで終わらない」。日々あらゆるところで勝負があ

り，競い合いは日常的に行われているのが現実であり，選手には，「負けたことにしっかり向き合うこと。表面

だけ見るのではなく，その裏側にあったものまで目を向けること。負けには必ず理由がある。」「本気でその理

由を探り，行動や意識を変えようとする気持ちがなければ，敗者復活戦を勝ち抜くことはできない。」と常々

伝えていらっしゃる。これは，ご自身にも言い聞かせているとのことである。また，負けや失敗のたびに「野球

と思うな，人生と思え」「準備に勝るものはなし」と繰り返し話すそうである。負けや失敗から何を学び，どうこ

の先に生かしていくのか，それが人生を決めるともおっしゃっている。 

これらの言葉や生き方は，私たちの日常にも多々当てはまることがあると考える。学習や級友とのふれあ

い，学校行事など，できなかったことやうまくいかなかったこと，失敗したことは誰にでもあると思う。ただ，

その失敗に向き合い,裏側を見つめ，その後の対応はしっかりできているであろうか。勉強や宿題であれば，

できないまま，未完のまま，その他においても，失敗したまま終わっていることはないだろうか。できないこ

とや失敗したことにどう向き合うかが人生を決めるのではないかと私も常々思っている。みなさん，いかが

だろう。                                                 
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俵かつぎ みんなでじゃんぷ 棒引き 

   

3年ダンス 錦中ハリケーン４２号 3年全員リレー 

   

逃走中 応援団演舞 応援団演舞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1６回体育大会 入賞おめでとう 

新記録賞 

 選抜 800ｍ走 2分 4４秒  

 俵かつぎ  

1年女子 1位   2年女子 1位   3年女子 1位  

1年男子 1位   2年男子 1位   3年男子 1位  

選抜 100ｍ走 決勝 

 女子 1位  2位  

男子 1位  2位  

選抜 800ｍ走 

 1年女子 1位  

 2年女子 1位  

 3年女子 1位  

選抜 1500ｍ走 

 1年男子 1位   

 2年男子 1位  

 3年男子 1位   

 １０日（日），青空の下，第１６回体育大会を実施することができま
した。 

たくさんの応援等をいただきました，保護者・地域の方々すべ

ての方々に感謝申し上げます。ありがとうございました。 

競技の部優勝「白組」  応援の部優勝「白組」   総合優勝「白組」 

体育大会ふりかえり 

・３年保体部長 
 例年より盛り上がって充実感を味わえ
た。副部長の支えもあり，計画通り進め
ることができた。一人ではやりきること
は難しかったと思っている。はじめ，先生
から「生徒主体でやる。」と言われ，かな
り不安だったが，やっていくうちにそれ
を感じなくなっていった。成功したと感
じ，満足している。責任を果たすことが
できほっとしている。みなさん，ありがと
うございました。 
・３年生 
 例年とは違う種目が増えて，最初は心
配したが，練習を重ねるごとに形が作ら
れてきて本番はとても楽しく行うことが
できた。１・２年生のお手本となる行動を
心がけ，３年生全員で力を合わせること
ができた。先生や保護者などに感謝した
いと思った。 
・３年生 
 中学校最後の体育大会が１日開催で，
昼も家族と過ごせて，とても楽しかった
です。思い出に残る体育大会でした。 

 
 
〔１０月の主な行事予定〕 

読書月間 10/２～31 

１０月 ３日（火） 全校朝会 

   ６日（金） 避難訓練（火災） 

１２日（木） ＳＣ来校 

１４日（土） 生徒会役員選挙 

１８日（水） 地区新人総体 ３年実力試験 

１９日（木） 地区新人総体 ３年実力試験 

２７日（金） 生徒会専門部会 

３１日（月） 文化祭リハーサル 


